
 

水道水 

河川を水源にしている水道水では、トリハロメタ

ンなど消毒副生成物が高く、夏場は基準値の 10 分

の 1以上が検出されることがあります。 

貯水槽 

受水槽以下の配管設備からの二次的な汚染(鉄・亜

鉛・鉛・色度・濁度など)や、消毒効果(残留塩素)

の低下が問題です。 

井戸水 

細菌の検出率が高く、トリクロロエチレンな

どの有機溶剤やヒ素などの有害金属汚染が

心配されます。 

①最新の分析器で正確・精密な測定を行います 

②毎年、厚生労働省、神奈川県および全国給水衛生検査協会の精度

管理に参加し、優秀な成績を収めています 

厚生労働大臣登録 

水質検査機関 36 号 

ISO9001 

認証取得 045-773-6444 

お問合せ・お申込みは 

 



 

 

 

採水容器の配布・検体の受付は 

 

 

 

環境科学部（集団検診センター新館・5 階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検診計画部（中央診療所・3 階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒213-0021 横浜市中区日本大通 58 日本大通ビル 

☎045（641）8505(代) 

〒236-0002 横浜市金沢区鳥浜町 14-1 

☎045（773）6444 


